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2014年 11月 30日 戸谷塚慰霊祭
2014年 12月 25日 念仏の練習会
2015年 3月 21日 彼岸の中日
2015年 5月 8日 花祭り
2015年 6月 7日 回り念仏






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































刻は 13時。終了時刻は 15時 35分である。休憩が
13時 55分から入る。後半の開始は 14時 30分であ
る（表 2）。念仏では、正面左に流死者 477人の名
図７　念仏を唱える際に使用する楽譜のコピー。上が、























































































































































































































































































































































































































































































































































































男 25 26 51
女 10 34 44
木板に名前のある人数  2  7  9
 3.4倍 　　　　単位：人 性別 名前 年齢 続柄 職業
男 （半之丞） 59 百姓
男 （萬之助） 30 同忰
女 （さよ） 13 同娘
女 ふよ ― 半之丞娵



























































































































































































































































真下には、「27.6.8 浅間大噴火 170年記念当日 
33才」と書いてある（霜田恵子氏提供）。
図16　 百七十五回忌に観音堂内で経を読む寛永寺の
和尚。南木山史，浅間山麓誌，群馬県吾妻郡嬬
恋村嬬恋寺報同志会，1961（霜田恵子氏提供）。
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子を写した写真が残されていた。百七十回忌の供養
は、昭和二十七年（1952）に鬼押出しで行われたよ
うだ。鬼押出し溶岩とバスが写っており、住民はバ
スに乗って鬼押出しの所まで来たと思われる。女性
が地面に座り念仏を唱えている。数人の僧侶も写っ
ている。写真から多くの人が式典に訪れていること
が分かり、供養は盛大に行われたと思われる（図
15）。百七十五回忌は、寛永寺の僧侶が観音堂内で
経を読む様子が写されていた（図 16）。
　供養は鎌原地区内だけに留まらない。噴火から
179年後の百八十回忌にあたる昭和三十七年
（1962）からは、年に 1度、旧暦十月九日に伊勢崎
市戸谷塚町に供養へ赴く（図 17）。百八十回忌記念
として萩原進が撰文した石碑が戸谷塚町にある。土
石なだれは、吾妻川に流入し利根川に合流し、太平
洋まで流れ込んだ。多数の遺体が両岸へ打ち上げら
れた（萩原，1982）。遺体は戸谷塚にも流れ着き、
その遺体を葬ったのが当時の戸谷塚村民であったこ
とから交流をしている。
　戸谷塚には、天明四年（1784）十一月四日に戸谷
塚村民が供養のため建立した地蔵がある。慰霊祭に
は、鎌原区長、戸谷塚町区長、鎌原観音堂奉仕会会
長、嬬恋村老人クラブ連合会会長など多くの人が参
加する。戸谷塚では、回り念仏で唱える 18種類の
念仏のうち、戸谷塚天明地蔵尊和讃、浅間山噴火大
和讃、鎌原八番観世御詠歌の 3種だけを唱える。午
前 11時に供養が始まり、午前 11時半には終わる。
その後は、徒歩 1分の所にある戸谷塚住民センター
に集まり、茶、けんちん汁、寿司を囲んで戸谷塚の
人たちと共に談笑をする。談笑は 1時間弱で終わる。
　昭和五十年（1975）頃からは、伊勢崎市境町中島
とも交流している。境中島にも遺体が流れ着き供養
図17　伊勢崎市戸谷塚町での慰霊祭の様子。鎌原の人
たちは、バスを貸し切って高速道路を使って伊
勢崎に向かう。会場の座布団や茣蓙は、鎌原の
人たちが到着する前に用意されている。天明四
年（1784）に供養のために建立した地蔵を破線
で囲んだ。
図18　伊勢崎市境町中島の供養の様子。供養碑を破線
で囲んだ。
図19　鎌原における供養の変遷に関する年表
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してもらったという縁があり供養塔がある（図
18）。供養は、戸谷塚の供養を行った日に続けて行
われる。鎌原の人々は当初、境中島に土石なだれの
被害者を祀った慰霊碑があることを知らなかった。
戸谷塚で合同の慰霊祭をしているということを耳に
した境中島の人が、鎌原の人に慰霊碑があることを
伝えたのが慰霊祭の始まりである。慰霊祭は午後 1
時に始まり、午後 1時 15分に終了した。戸谷塚の
慰霊祭とは異なり、般若心経を唱え焼香をして終わ
る。
　その後、噴火から 199年後の昭和五十七年（1982）
に二百回忌供養が行われ、観音像が境内に建立され
た。供養は盛大に行われた記録が残っている。二百
回忌供養を催すにあたり、2年前の昭和五十五年
（1980）から天明浅間押二百年記念事業実行委員会
が設立されている。委員長に嬬恋村長、副委員長に
嬬恋村議会議長、鎌原区長、嬬恋村教育委員会、嬬
恋村文化協会長が選任されている。観音像建立由来
の石碑の撰文は、萩原進が請け負った（天明浅間押
二百年記念事業実行委員会，1982）。鎌原区内だけ
でなく、嬬恋村も記念事業に加わっている所を見る
と供養は大規模なものだったのだろう。その時の式
次第が記録されていた（天明浅間押二百年記念事業
実行委員会，1982）。
　平成四年（1992）に二百十回忌供養を行い、境内
に謝恩碑を建立した記録が残っている。
　以上の調査で得られた供養の情報を表にした（図
19）。前述したが、今日の慣行では三十三回忌を最
後にすることが多く、五十回忌以降は一般化してい
ない（仏教文化辞典，1989）。この情報をもとに鎌
原の供養の変遷を見ると、五十回忌以降も継続して、
頻繁に節目の回忌法要を行ってきた鎌原は、珍しい
と言える。さらに、鎌原では、節目の回忌法要の時
に浅間山噴火大和讃や石碑など、何か記念となる作
品を残す傾向があるようだ。
７．まとめ
　回り念仏は、文政三年（1820）より前から存在し
ていたと推定できた。回り念仏の成立は、文化十二
年（1815）の三十三回忌頃ではないかと思われる。
回り念仏は、災害のあと間をおいてではなく、災害
に遭い、復興を終え、災害の記憶が残っている時に、
災害を免れた生存者によって、流死した 477人の供
養として始められたと考えられる。供養の変遷から
鎌原では、節目の回忌法要も行われてきたことが確
認できた。
　鎌原の災害伝承は、回り念仏による継承と節目ご
との回忌法要によって、人々の記憶から忘れられる
ことなく、200年を超えて伝承されている。
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